2015年6月28日　　週間メッセージ祈りのカード                                                 (資料提供: インマヌエル・ソウル教会  http://www.darak.net, htpp://www.jcking.net)
	産業宣教：OMC時代の一心、全心、持続の方向 (24)「カンウォン地域 (地方) 伝道運動」(Ⅰ列19：1－7)
	聖日１部：レムナント運動 (イザ60：20－22)
	聖日２部：万民運動 (イザ62：6－12)
	伝道学：伝道者の生活の一心、全心、持続の方向 (24)「重職者ビジョントリップ (1)」 － 按手執事(使6：1－7)

	1．神様のみこころならば、小さな者が大きなこともできます。 (Ⅰ列18：1－13)

1) 宮内長官
2) エリヤの弟子

3) 100人の預言者を助ける

4) カルメル山の事件

2．苦難を受けるエリヤを助けることができます。 (Ⅰ列19：1－7)

1) Ⅰ列18：16－40　
2) Ⅰ列19：1－8

3) Ⅰ列19：15－17

3．神様だけが可能な働きが残っています。
1) Ⅰ列19：18

2) Ⅰ列19：19－21

3) Ⅱ列6：8－24
核心訓練：(レムナントデイ):学院福音化-ネヘミヤ

1課:ネヘミヤ(ネヘミヤ1:1-3)
2課:ネヘミヤの城壁再建(ネヘミヤ1:1-7:73)

3課:ネヘミヤの契約更新(ネヘミヤ8:1-10:39)

4課:ネヘミヤの民族改革(ネヘミヤ11:1-13:31)
	＊序論
▲私たちが一万人に会えば、一万種類の話をするが神様は一つの話をされる。「わたしがあなたとともにいる！」これが聖書の約束だ。
1)今、大部分レムナントは、生まれてから多くの良くない環境を見て生きていて、他のことでずっと刻印されている。

2)さらに怖いのは、創世記3章、6章、11章で、まず成功した人々が+強大に見られる経済,政治,文化が+ものすごく霊的問題持った者が隠して待っている。その人々が教授で,社長で,科学者で待っている。個人問題を隠して、創造の前の問題、その根をそのまま持って私たちのレムナントを滅ぼすために待っている。
3)このとき、私たちはレムナントに、レムナント7人のように正しい福音を教えて生き残るようにさせてやらなければならない。暗やみに光を照らして、その暗やみに答えを持って出ていくように教えなければならない。
▲昔から今まで、教会の中には福音を防ぐ三つの流れがあった。律法主義、不健全神秘主義、緊迫感を強調する再臨主義.

▲イエス様が言われたのが「わたしが世の終わりまで、いつもあなたがたとともにいます」レムナントは、どんな場合も揺れるな。世の終わりの日まで、あなたがたといつもともにいます。オリーブ山で、聖霊で働いて、あなたとともにいる。この目を開かなければならない。

1.みことばの確信と答え-すでに主の栄光があなたの上に臨んでいる。
1)創世記6;14,ノア-箱舟を作れ。創世記12:1-3アブラハム-カナンの地に行け。

2)創世記45:1-5,ヨセフ-兄たちが私を売ったのではありません。神様が私を先に送られたのだ。こういうレムナントを作らなければならない。

3)出3:18-20,モーセ
4)Ｉサムエル3:19サムエル,Ｉサムエル17:1-47ダビデ

5)マタイ16:13-20,ペテロ-主は生ける神の御子キリストです。
6)使徒行19:21,23:11,27:24,パウロ-ローマでもあかししなければならない。
2.起きて光を放ちなさい-そうすれば3つの答えがくる。

1)崩れたレムナントが戻るようになる。
2)崩れた文化と経済が戻るようになる。
3)世の中を生かす門が再び閉じられることなく、主である神様があなたの光になるだろう.

3.時になれば、主であるわたしが成し遂げる-時刻表を待ちなさい。

1)小さい者がこの約束を握っていれば強国を成し遂げるようになる。
2)弱い者が強国を成し遂げることで。理由が何か。暗やみにある者が光に来なければならないから・・・
3)時になれば、主であるわたしが、すみやかに成し遂げる。

4.結論-レムナントの契約を握りなさい。

▲本当にレムナントとは何か。みな切られたが根が残っている。切り株、それが本当のレムナントだ。そこから新しい芽が出てくる。これは次世代レムナント・・・みなさんがこの契約を握って、暗やみが完全に逃げる働きがあることをイエス様の御名で祈ります。
	＊序論-万民のために旗を揚げなさい!
1)ビル・ゲイツ、スティーブ・ジョブズ、アリババのマウィンがどうしてそんなに簡単にお金をもうけられたのだろうか。統合経済戦略を使ったのだ。
2)問題は統合宗教にある。こういうものが最後の時に出てきて、混乱を与える。すさまじい時代がきている。

3)それで万民運動だ。これを悟った人々は、ほとんど用いられた。
(1)出エジプトの奇跡,荒野での奇跡-幕屋運動

(2)サムエル,ダビデ,ソロモンを祝福された理由-神殿運動
(3)神様は万民を生かそうとする教会運動だ。完全福音で・・・
▲何の旗を掲げるべきか。
1.光の旗を掲げろ-ただキリスト!

▲暗やみはどのようにはねのけるのか。大声を張り上げたり,理論でも,固執をもってもだめだ。暗さをはねのけるのは一つしかない。光だ。

1)イザヤ62:1,シオンの義が光のようになる。

2)イザヤ62:1,エルサレムの救いがたいまつのように現れるようになる。

3)新しい名前,光の名前を与えるだろう-ヘプシバ(私の喜びが彼女にある),ピュラ(結婚した女)

2.見張り人の旗を掲げなさい。
▲人を生かす道は一つしかない。証拠がくるから見張り人の旗を掲げなさい。
1)6節-城壁の上に見張り人をたてて彼らが夜昼にずっと決して黙っていてはならず、夜昼に主を休むことができなくしなさい。
▲夜昼で祈る時間に神様は驚くことを変えられるだろう。
2)7節-エルサレムをたてて,賛美を受けるようにするまで、黙ってはならない。
3)8節-力の御手を開いて、,再び異邦人に奪われないようにする。
3.道を知らせる旗を掲げなさい。
1)10節-城門に進みなさい。
2)10節-道を整えなさい。
3)人々が-聖なる民、主に贖われた者、尋ね求められる者の祝福を知りなさい。
4.結論

1)レムナント7人を見なさい
2)11節-見よその報いは主とともにあり、その報酬は主の前にある
3)夜に深い祈りの中で神様のいやしを体験してみなさい。朝、目を開けば祈りの手帳のみことばを見て黙想しなさい。一回ずつ時間をあけて,勉強と仕事に集中しながら力を得る祈りの時間を持ちなさい。24時常時祈り,そうすれば、25時がくる。そうするうちに、みなさんの人生にとても重要な時間がきたら深い祈りの時間に入りなさい(Ⅱコリント12:1-10).このときが最高の祝福の時間だ。

▲みなさんは、この祈りの中で最善を尽くして祈りなさい。残りは神様がなさるのだ。
	1．イエス様の公生涯
1) マタ4：19、11：28　　　2) ルカ9：1－6　　　3) ルカ10：1－20

2．マルコの屋上の間

1) 使1：14　　　　　2) 使2：9－11　　　　3) 使2：41－42

3．.使6：1－7

1) 聖霊の満たし　　　　2) 信仰の満たし　　　　3) 知恵の満たし
 
地域（区域）教材26課：弟子の祈りの回復 (使2：1－47)

▲キリストの弟子は、祈りの奥義を分かってこそ、生活の現場で勝利できます。根が深く張っていない木は、風が吹けば倒れます。祈りの生活も同じように、祈りの根が深く下されなければ、霊的な力と権威を味わうことができなくなります。祈りの根が下されれば、私を変えて世の中も変えることができます。祈りは神様の大きい贈り物なので、祈りが回復しなければなりません。
▲祈りが回復しようとするなら、叫ぶ祈りがなければなりません。(エレミヤ33:3)朝の祈り、徹夜祈りが回復しなければなりません。科学的に声を出さなければ、脳に入力されず、脳の意識の中に入らないと言われます。それゆえ、最も不安をたくさん感じる人は、目が見えない人ではなく、耳が聞こえない人であり、よく理解できないから痴呆に簡単になると言われています。聖書には口で告白して救われるとあかししています。声を大きく出さなければ、絶対に英会話をマスターすることができないように、叫ぶ祈りを通して祈りが回復します。「わたしを呼べ。そうすれば、わたしは、あなたに答え、あなたの知らない、理解を越えた大いなる事を、あなたに告げよう。」
▲また、深い祈りは答えを体験した後の祈りで、霊的深さがより増しながら、自ずと成り立つ祈りを通して祈りの根が下されるようになることです。(Ⅱコリント12:1-10)神様が祈りの中に根を下ろした人にくださる答えは、世の中を超越することで、世の中がかなわず(ヘブル11:38)祈りに根を下ろせば、すべてを征服することができるのですが、どのように、このようになれるのでしょうか。「この種のものは、祈りによらなければ、何によっても追い出せるものではありません。」(マルコ9:29)宗教が話す祈りでなく、聖霊の働きが起きる祈りなので、世の中を生かせるのです。したがって、祈りが回復すれば、考えが変わり、霊的革新が起きて、私の生活の革新、献金生活の革新、人間関係の革新、いやしの革新、災い文化の革新、現場問題の革新、偶像文化の革新になる祝福を味わいます。
▲祈りは、すべての世界を動かせます。これが24時常時祈りなのですが、神様との深い交わりを成し遂げる奥義であり、みことばを握って祈るときに、驚くことが行われます。私の人生の旅程で超越的な25時の祈りを味わう、これが祈りの結論です。人生の旅程で、私の力では何も変化させることができず、神様の驚くべき働きだけで可能になるのです。神様の契約と祝福がｍ私の人生の旅程の中で成されるのが祈りです。これからは、契約のみことば、いのちのみことばを握って祈りが回復して、祈りの根を深く下ろして、家庭と隣と地域と民族と世の中を生かす祈りの人になってください。

▲「ただし、少しも疑わずに、信じて願いなさい。疑う人は、風に吹かれて揺れ動く、海の大波のようです。そういう人は、主から何かをいただけると思ってはなりません。そういうのは、二心のある人で、その歩む道のすべてに安定を欠いた人です。」 (ヤコブ1:6-8)



1)聖日1部(6月21日)→　主を待ち望む者 (イザ40：27－31)
私の人生にことばにできないほどの苦しみがきて、重要な未来を置いて新しく出発するとき、まず主を待ち望む者に約束された新しい力を、私のこととして体験するようにしてくださったことを感謝します。誰も奪うことができない切り株の祝福を持って、主を待ち望みながら、その力を持って次世代を育てることができますように。人生の問題を完全に解決されたインマヌエルの約束を握って主を待ち望みながら、神様の力を味わうようにさせてください。神様のみことばを握って、ただ主を待ち望みながら、約束された新しい力を私の力として味わう証人になりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
2)聖日2部(6月21日)→　ヤコブよ、イスラエルよ (イザ43：1－7)
何を見ても、全体を見て、問題が来た理由を知って、インマヌエルの奥義と、ただの唯一性の答えと、再創造の力を味わうルールを持った証人になるようにしてくださったことを感謝します。ヤコブのように、神様が私とともにおられる伝道者のルールを持って、イスラエルの祝福を味わいながら、エジプト福音化、捕虜時代福音化、軍福音化のまことの答えを味わう公務員宣教師とレムナントをたてることができますように。インマヌエルの奥義を味わう公務員たちを通して、この時代の暗やみに勝つ公務員宣教師のモデルをたてることができますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
3)伝道企画チーム(6月21日)→ 地域（区域）教材25課: 彼らを身近に置き (マコ3：14－15)
①ともにいるということは-救われた私たちが神様の祈りの答えの中に、みことば成就の中に、救いの働きを成し遂げる伝道の中にあるということだ。(3つの今日)

②私がともにいる事実を言うのが伝道だ-はじまり(当然,必然,絶対),内容(ただ,唯一性,再創造),時刻表(24時,25時,永遠),いやし(刻印,根元,体質)

③悪霊を追い出す権威も与えられた-救われた者だけができる天命,答えを受けた者だけできる召命,未来を知っている人ができる使命だ。
④結論-静かにみことばを握って確認してみなさい。私たちが受けた恵みはとても大きいのだ。
4)駐韓海外使命者集い(6月21日)→ 伝道スケジュール(世界福音化+伝道+弟子スケジュール)

5)テキコの集い(6月21日)→ 伝道者のプラン(rule)+いやし
6)集中神学院戦略会議(6月23日)→ 先にいやしてあげること
▲正しく答えを受けるようにどのように指導するのか
①説教を聞かずに、みことばを聞きなさい-当時の流れ/現在の流れ/私の状態/祈り
②できごとに従わずに、神様の働きに従って行きなさい-霊界の二つの流れ,パリサイ教会と初代教会(中世教会と改革教会),反キリスト(統合宗教)

③答えを受けようとせずに,神様の導きの中にある持続ポイントについて行きなさい- 3つの今日とミッション(いやし)+常に4つ(12の奥義/ふるまい方9つ)+働き(刻印,根,体質のいやし)
7)火曜集会(6月23日)→ コンサルティング(教会,重職者,ミッションホーム,いやしコンサルティング)

▲伝道弟子:伝道のための教会コンサルティング(使徒1:14)

①いのち,財産みなささげるシステムの発見(使徒1:1-8,使徒1:14,使徒2:1)→ 私のルール(rule)を決めなさい。
②いのちをかける伝道発見(使徒1:1)-使徒1:3,使徒1:8,使徒1:14,使徒2:9-11,使徒2:41→ 世界福音化の実際システムを見つけなさい。
③私の小さいことがワンネスを成し遂げる所に用いられる発見-使徒2:1-4,使徒2:9-11,41,使徒2:46-47→ ワンネス(Oneness-神様,教会,人とのワンネス)

④結論-伝道できる私の実際システムを見つけなさい。そして、神様が与えられる力を得ることができるルール(rule)を見つけなさい。そして、ワンネスだ。
▲70人:伝道のための重職者コンサルティング(Iコリント16:18)

①重職者コンサルティング-他の人の長所を生かしながら,重職者にあることを生かすのが重要だ-集中(使徒2:10,24時),ローマ16章,Iコリント16章,コロサイ4章,100年,1000年永遠の答えがくる。
②重職者大学院でのがした伝道を回復しなさい-個人祈り(職業),集い開始(地教会班,3企業班,3団体班),次世代の前に記録と作品を残すものを作りなさい。(伝道図鑑)

③時代がのがした伝道回復- 3企業(レムナント人材,投資重職者,専門技能人を見つけなさい),使徒9:36-43,使徒18:1-4,ローマ16:23の宣教戦略。使徒13章/16章/19章の文化化を防ぎなさい。

④結論-私のアイデンティティを知って,唯一性の答えを持って世界を生かす献身を始めなさい。
▲ミッションホーム:伝道のためのミッションホーム コンサルティング(Iコリント16:19)

①新しい家族集中集い-使徒9:15,使徒11:25-26,使徒13:1/使徒16:6-10/使徒19:21祝福を味わうように･･･
②レムナント集中集い- 90%,10%,弟子レムナントを活用しなさい。

③海外使命者集中集い-使徒8:4-8,使徒8:26-40,使徒10:1-45,使徒11:19

④結論-更新しなければならない部分-分別と確立,現場で伝道弟子を見つけなさい。
▲専門の働き:伝道のためのいやしコンサルティング
①伝道に一番良い方法はいやしだ-肉体いやし,精神いやし,霊的いやし
②本部中心訓練-みことば流れ,システム流れ,教会流れに乗るようにさせてあげなさい。
③個人いやし-使徒3:1-12,使徒8:4-8,使徒13:1-12,使徒16:16-18,使徒19:8-20

④時代いやし-中毒になっていること(執着),分裂(精神),不治の病(ガン)-本格的なメッセージを与えなさい
8)専門講師訓練(6月24日)→
▲1講:目に見えない時代のいやす者など(ローマ16:25-27)　
①伝道の開始(根本3つ)-長い間続いていること(5つの問題)と根本流れ(7つの災いを防ぐ福音と伝道),カルバリ山の体験(傷,アップダウンみな終わらせろ)+使徒1:3オリーブ山(地球の災い/時代の災い/個人の災いを防ぐ道)+使徒1:8聖霊(ただ-十分,唯一性の答え,再創造の働き)

②基本(生活-現場伝道)-ピリピ1:9-10,12の奥義,9つのふるまい方
③基礎(実力)-サミット,シナジーシステム,ワンネス
④結論-ローマ16:25-27節は時代ごとに起きる伝道者の隊列だ。みなさんはこの隊列の中に立った人々だ。
▲2講:目に見えないことを変える者たち(使徒19:21,23:11,27:24)

①みなさんは-教会証人(使徒1:14,使徒2:9-11),現場証人(使徒9:15,使徒13:48),次世代証人(使徒17:1,使徒18:4,使徒19:8)だ。
②長い間続いている隠された問題を理解しなさい(方向)-創世記12:1-3,使徒1:8,エジプト,ペリシテ,アラム,アッシリヤ,バビロン,ローマ,ひとつ国家や地域,個人(家庭,家系)に必ずある。
③緊急なことを見れば伝道の門が見える(道)-福音,神の子ども,権威を伝えなさい。
④やってくること(門)-これから黄金漁場を生かす専門家とエリートに入って行かなければならない。
⑤結論- 100年答え,1000年答え,永遠,みことば,3つの弟子の答えがくるようになる。
9)産業宣教(6月27日)→ 3つの方向(24)-江原（カンウォン）地域(地方)伝道運動(Ｉ列王19:1-7)

▲捨てるべな誤った考え-働き人がない,予算がない,助ける者いない→ 働き人を育てなさい!

①神様のみこころならば小さい者が大きい事を成せる-オバデヤ(Ｉ列王18:1-13)

②苦難を受けるエリヤを助けた(Ｉ列王19:1-7)-Ｉ列王18:16-40,19:1-8,19:15-17

③神様だけがされる働きが残っている-未来(Ｉ列王19:18,7千弟子),指導者(Ｉ列王19:19-21,エリシャ),ドタンの町運動予備(Ⅱ列王6:8-24)

④結論-重職者は3つのことをしなさい(祝福を受ける伝道-地教会,献金-3企業,献身-レムナントインターンシップ)

10)伝道学(6月27日)→ 3つの方向(24)-重職者ビジョントリップ1-按手執事(使徒6:1-7)

11)核心訓練(6月27日)→ レムナントデイ(学院福音化)-ネヘミヤ
①1課:ネヘミヤ(ネヘミヤ1:1-3)→ (フォーラム)長い間続いた隠された問題
②2課:ネヘミヤの城壁再建(ネヘミヤ1:1-7:73)→ (フォーラム)最も緊急なこと
③3課:ネヘミヤの契約更新(ネヘミヤ8:1-10:39)→ (フォーラム)最も重要なこと
④4課:ネヘミヤの民族改革(ネヘミヤ11:1-13:31)→ (フォーラム)絶対的なこと
12)地域（区域）教材(6月28日)→ 26課:弟子の祈りの回復(使徒2:1-47)

週間メッセージの流れ (2015.6.14.-2015.6.20)








